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進む地球温暖化～再生可能エネルギー比率倍増目標

　世界各国では脱炭素社会の実現をめざして、温室効果ガス排出量ゼロに向けて大
きく舵を切りつつあります。日本においても菅首相は、2020年10月26日の所信表明
演説で、温室効果ガス排出量を2050年までに実質ゼロとするという目標を宣言しま
した。
しかしこのたび経済産業省は、2030年度の電源構成の計画について新たな目標を掲
げました。
それは太陽光や風力といった再生可能エネルギーの総発電量に占める割合を現在の
22～24%から30%台後半にするというもので、2019年度実績の18%と比べ約2倍に
することになります。

　温室効果ガスを大幅に減らすためには再生可能エネルギーを第一に、原子力の維
持も必要であり、石炭などの火力発電は大幅に減らす必要があるとしています。し
かしこの目標の達成に向けては課題があります。
・再生可能エネルギーは他の発電方法よりもコストがかかり、その普及のために現
在負担している額は標準的な家庭で年間1万円ほどです。コスト削減のためには技
術革新が求めれれるところです。
・これまで導入が進んだ太陽光は買取価格が下がったことなどで導入ペースが鈍っ
ている現状がある一方、太陽光パネルの設置場所が少なくなっており、増やせる場
所や効率を考えると住宅への太陽光パネルの設置を積極的に進めるべきだとの声も
あります。

・期待される洋上風力発電は設備規模が大きく、環境問題や工期に時間がかかるな
ど、早期の導入は難しいようです。
・経済産業省は、目標達成のためには原発も重要な電源と位置付けており、現在停
止中の原発の再稼働は必要であると考えています。原発の2019年度における電源構
成の割合は約6%でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考：朝日新聞（2021年5月14日）
‘進む地球温暖化～温室効果ガス「2050年実質ゼロに」’もご覧ください。
https://shinagawa-eco.jp/wp/coto/?p=2533
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平年値（気象庁）が更新されました～温暖化傾向

　気象庁は新しい平年値を作成し、5 月 19 日から使用しています。平年値は10年
毎に更新され、新平均値は1991～2020年の30年間のデータを使っています。これ
までは1981～2010年のデータを使っていました。
新平年値はこれまでの平年値と比べ、年平均気温は全国的に 0.1～0.5℃程度高くな
り、降水量は季節によって多くの地点で10％程度多くなります。
　平均値は気温、降水量、日照時間、積雪の深さ等を作成していますが、ここでは
気温を見てみます。
平均気温は長期的に見ると確実に上昇しており、特に1980 年代後半から急速に上
昇しています。その背景には、地球温暖化や数十年周期の自然変動の影響があると
考えられます。さらに都市化も影響していると考えられる地点もあります。旧平年
値よりも高くなる地域が多くあり、年平均気温では、北日本と西日本で+0.3℃、東
日本で+0.4℃、地点によっては+0.5℃も高くなるところ（宇都宮、水戸）もありま
す。

上記では全国各地の年間の気温差を見ましたが、東京の月別で見てみましょう。
新平年値は旧平年値に比べ3月は0.69℃、4月は0.41℃高くなっています。
今年の3月は平年値を大きく上まわる日が多く、3月としては記録的な暖かさで、さ
くらの開花が早まったことはご存じのとおりです。

　長期的に見て日本の平均気温は上昇しており、その背景に温室効果ガスの増加に
伴う地球温暖化と数十年周期の自然変動の影響、都市化の影響が考えられます。
　日最高気温や日最低気温、さくらの開花日、台風はどうでしょう。東京あるいは
関東甲信地方で見てみましょう。
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これらの変化は長期的に見ると大きな変化であると言えます。

参考：気象庁「平年値の更新について」
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毎年違う？ミミズやカナブンが多い気がした昨年の話

昨年のこの時期、八潮周辺のアスファルトの歩道にとても多くのミミズの死骸を見
かけました。カナブン（…らしき昆虫）も例年より多く飛んでいた印象で、年に
よって昆虫の発生数ってそんなに変わるのかな？と今年も足元の虫たちに注目して
いるのですが、昨年秋に昆虫に詳しい方にお会いできたので、「ミミズってなんで
出てきちゃうんですか？カナブンも例年より多かった気がするんですけど…梅雨と
関係ありますか？」など疑問をぶつけてみました。

「ミミズは土壌に嫌なバクテリアが増えたりして居心地が悪くなると、土から移動
しようとします。今年（2020年）の長雨の影響で土壌がミミズの嫌う状態になった
可能性はあるので、多くのミミズがアスファルトに出てしまい、その後土のある所
にたどり着けず干からびたという事だと思います。カナブンに関しては、よく似た
コガネムシやハナムグリかもしれません。ハナムグリは花が少ないと樹液に行きま
すが、そういった植物の状態も昆虫の栄養・交尾に影響するので翌年の数に差が出
ると思います。どの昆虫も多く発生した年は食料の奪い合いになるので、翌年減る
など、理由は色々ありますが数の上下はあります」とのお答え！なるほど！凄い！
毎年桜前線や梅雨の降水量などが季節のニュースになりますが、昆虫も土や植物を
介して気候に大きく影響を受けているのですね。

私が見たのは恐らくカナブンなのですがその違いを調べてみると、カナブンは土壌
を良くし、ハナムグリは受粉の手伝いをするので、どちらかというと益虫。コガネ
ムシは葉を食べるので人間にとって害虫だそうです。

＊カナブン・コガネムシ・ハナムグリの違いについての参考ＨＰ⇒ミツモアメディ
ア
https://meetsmore.com/t/terminator/media/79123
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「SDGs」目標達成のために子どもができること④食品ロスに注目！(1)

今回は、食品ロスについてみていきます。

食品ロスの現状

まだ食べられるのに捨てられている食べ物を、「食品ロス」といいます。日本で
は、年間612万トンもの食品ロスが出ています。毎日、1人あたりお茶碗１杯分のご
はんを捨てていることになります。1年分だと48キログラムにもなります。驚くよ
うな量ですね。食品ロスのうち、半分近くは家庭から出たものです。企業だけでは
なく、私たち一人一人が食品ロスを減らしていくことが大切です。そのために小学
生のみんなにも、できることがあるはずです。何ができるのか、考えていきましょ
う。

食品ロスを減らさなくてはいけない理由

①世界には飢えに苦しんでいる人がいる
下表、「ハンガーマップ2020」を見てみましょう。ハンガーマップとは、栄養不足
の人口の割合を色分けし、どこの国で食べ物が不足しているかを示す地図です。
今、世界では、9人に1人以上もの人が、食べ物が足りずに苦しんでいます。5歳未
満の子どもは、5人に1人が栄養不足になり、1年間に約310万人が亡くなっていま
す。
世界中から発展途上国に390万トン（※）の食料を援助しています。一方で日本は
年間612万トンの食料を廃棄しているのです。こんなに捨てなければ、もっとたく
さん発展途上国の人たちを助けられるのに、と思ってしまいます。
※WFP（国連世界食糧計画）より



②日本は、本当は食べ物が足りていない。世界最大の食品輸入国
では、日本のすべての子どもたちは、食べ物に困っていないのか、というと実はそ
うでもないのです。日本の子どものおよそ7人に1人以上（13.5パーセント）が貧し
い暮らしをしています。（厚生労働省「平成29年国民基礎調査/貧困率の状況」よ
り）　貧しいといっても、住む家や着るものがないほどではなく、お金がないため
にあきらめなくてはならないことがあったり、健康を満たすのに十分な食事をとる
余裕がなかったりしています。
国内で食べられる食べ物のうち、国産品が占める割合を「食料自給率」というので
すが、日本の食料自給率は38パーセント（農林水産省HPより令和元年度）で先進
国の中で一番低くなっています。6割の食料を輸入していながら、多量の食品を廃
棄しているのが現状です。より多くの子どもたちが、満足できる食を確保できるた
めにも、食品ロスを減らすべきです。

③命や労力、資源、お金、エネルギーをむだにすることになる
食品を作るためには、動物、魚、野菜の命を使われます。それらを育て、収穫し、
加工し、運び、売るのにも、人間の労力とエネルギー、水などが使われています。
そして、食べ物を買うにはお金がかかります。食品を食べずに捨ててしまうと、そ
れらを無駄にすることになります。
ごみとして輸送したり、燃やしたりするのにもエネルギーを使い、環境に悪影響を
及ぼす二酸化炭素を増やすことになります。

問題だらけです。私たちは、食品ロスを少しでも減らしていく習慣を身につけなく
てはなりません。

＜参考＞
食品ロスを減らすために、私たちにできること（環境省）
https://www.env.go.jp/recycle/food/shiryou.pdf
WFP（国連世界食糧計画）
https://ja.wfp.org/
厚生労働省「平成29年国民基礎調査/貧困率の状況」
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa17/

井出留美監修『食品ロスの大研究』 PHP研究所　2019年
上村協子監修『きょうからなくそう！食品ロス～わたしたちにできること』①②③　
汐文社　2020年
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「SDGs」目標達成のために子どもができること④食品ロスに注目！(2)に続く
https://shinagawa-eco.jp/wp/coto/?p=3135
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「SDGs」目標達成のために子どもができること④食品ロスに注目！(2)

「SDGs」目標達成のために子どもができること④食品ロスに注目！(1)の続きで
す。
https://shinagawa-eco.jp/wp/coto/?p=3114

食品ロスを減らすために私たちができること

★家庭でできる食品ロス対策
前項「食品ロスに注目！(1)」でみた通り、食品ロスのうち、半分近くは家庭から出
たものです。企業だけではなく、私たち一人一人が食品ロスを減らしていくことが
大切です。そのために小学生のみんなにも、できることがあるはずです。何ができ
るのか、考えていきましょう。

まず、子どもたちができることは、「残さず食べる」ことです。
また、おうちの方と一緒に取り組めることにどんなことがあるでしょうか。食材は
必要な分を買う、食材は使い切る、など、少しの心遣いでできそうなことが色々と
あります。環境省提供の表を参考にしてみてください。

★パートナーシップで食品ロスを削減した例（SDGｓゴール17）
地域の生産者や企業、行政と連携すると、どんなことができるでしょうか。
ジャパンSDGsアワードとは、SDGs達成に向けた企業・団体等の優れた活動を総理
を本部長としたSDGs推進本部が表彰する取り組みです。令和元年12月にSDGｓ
パートナーシップ賞（特別賞）を受賞した徳島県上板町立高志小学校の食品ロスを
なくすための活動を紹介します。
全学年で環境に配慮した消費者教育を進める学校の方針の元、小学生が自ら提案し
て体験し、成果を導くことができました。

上板町立高志小学校がまず取り組んだのは、「規格外の野菜や果物など、廃棄され
る予定の作物を畑から収穫し、学校給食に利用すること」です。にんじんは上板町
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の特産物です。形が悪いにんじんは廃棄されてしまいますが、それを収穫して人参
ジュースにして飲んだらすごくおいしいとわかったことから、不揃いな野菜を捨て
ないで給食に使おう、というアイディアが生まれました。
給食センターでは、食品くずを減らすために、ニンジンの皮をむかない、キャベツ
の芯を利用するなどの工夫を行いました。調理の過程で生じた野菜くずは、金時豚
のエサにしました。その結果、給食の調理で出るゴミの量が大幅に減りました。
また、給食センターの先生と地元の栄養士さんにアドバイスをもらいながら、地域
の特産物、旬の食材を使って、「自分たちが食べたい給食メニューづくり」を実施
しました。
これらの取り組みを通じて、学校給食の児童1人あたりの残食は、3分の2まで減り
ました。「残さず食べて食品ロスをなくそう」という意識が子どもたちに芽生えた
結果でしょう。

※エシカル消費（倫理的消費）
人や社会、地球環境、地域のことを考えて作られたものを、買ったり使ったりする
こと

食品ロスを自分自身の問題と捉え、ささやかでもできることを実践していくことが
大切なのだと思います。

＜参考＞
食品ロスを減らすために、私たちにできること（環境省）
https://www.env.go.jp/recycle/food/shiryou.pdf
JAPAN SDGs Action Platform（外務省）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/award/index.html
朝日新聞EduA
https://news.yahoo.co.jp/articles/680466ebcba6d7244ce9a5016488508349ad372f
SDGsわかりやすい具体例まとめ
https://collectsdgs.com/c2/4.html

「SDGs」目標達成のために子どもができること④食品ロスに注目！(3)に続きま
す。
https://shinagawa-eco.jp/wp/coto/?p=3179
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「SDGs」目標達成のために子どもができること④食品ロスに注目！(3)

以下の二つの記事の続きです。
「SDGs」目標達成のために子どもができること④食品ロスに注目！(1)
https://shinagawa-eco.jp/wp/coto/?p=3114
「SDGs」目標達成のために子どもができること④食品ロスに注目！(2)
https://shinagawa-eco.jp/wp/coto/?p=3135

食品ロスを減らすことで達成できるSDGｓのゴール

食品ロスをどうして減らさなくてはいけないのか、そのために私たちは何ができる
のか、みてきました。今までの内容をおさらいしながら、食品ロスを減らすことで
達成できるSDGｓのゴールを挙げてみます。

今、世界では、9人に1人以上もの人が、食べ物が足りずに苦しんでいます。5歳未
満の子どもは、5人に1人が栄養不足になり、1年間に約310万人が亡くなっていま
す。食品ロスを減らせば、発展途上国の人たちのためにもっとたくさん食糧を援助
することができます。
（食品ロスに注目！（1）より）

徳島県上板町立高志小学校の食品ロスをなくすための活動では、廃棄される予定の
作物を学校給食に利用し、調理のときに出る野菜くずは家畜のえさにするなどの取
り組みをしました。また、食品ロスをなくす学習を通して、子どもたちに残さず食
べようという意識が芽生えて、食べ残しが減りました。
（食品ロスに注目！（2）より）

他にも食品ロスと関連するSDGｓのゴールはあります。次の5個のゴールは、食品
ロスとどういうつながりがあるのか、考えてみましょう。SDGsの17の目標は、ひ
とつひとつが独立するものではなく、相互につながり関係しています。みなさんが
意識して行動した結果が、いくつものSDGsの目標達成のために役立っているかも
しれません。意外と身近な日常生活の中にできることがありそうです。

＜参考＞
食品ロスを減らすために、私たちにできること（環境省）
https://www.env.go.jp/recycle/food/shiryou.pdf
SDGs CLUB 日本ユニセフ協会
https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/17goals/12-responsible/
国際連合広報センター
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/
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井出留美監修『食品ロスの大研究』 PHP研究所　2019年
上村協子監修『きょうからなくそう！食品ロス～わたしたちにできること』①②③　
汐文社　2020年
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温暖化は人間のせいだ（IPCC第6次報告）

　今まで気候変動にあまり関心がなかった人も、最近の様々なメディアからの情報
により、地球温暖化が確実に進んでおり深刻化していることを知るようになってき
ました。
これまで「気候変動」と言われてきましたが、今日では「気候危機」の時代に入っ
たのではないかと言われるようになりました。
　温暖化について根拠が十分でないとして温暖化対策に否定的な人もいますが、こ
のたび気候変動に関する政府間パネル（IPCC：＊1）は「温暖化は人間の活動に
よって起きたことは疑う余地がない」と断言する報告書（＊2）を公表しました。
IPCCのこれまでの報告でも「気候システムの温暖化には疑う余地はない」と発表し
てきましたが、「可能性が非常に高い」から「可能性が極めて高い」、さらに今回
は上記の通り断言するに至りました。世界の研究者たちが長年研究を続けてきて、
その科学的根拠に基づいて初めて上記の結論に至ったのです。
（＊1）世界の研究者が温暖化について様々な情報を集めて評価し、その結果を世
界各国に知らせる国連のグループ
（＊2）第6次評価報告書第Ｉ作業部会報告書（自然科学的根拠）を公表（2021年8
月）

上のグラフは世界の平均気温の変化を示したものです。
産業革命前を「0」とすると、
【A】現在（観測値）では、すでに1.09℃上昇しています。
【B】人間活動を除いた場合（自然起源要因のみを考慮した推定値）では、ほとん



カテゴリ：令和3年度

投稿日：2021年09月28日

ど上がっていません。
世界の平均気温上昇の今後の予測では、今対策をとらないとさらに気温が上昇して
しまうとしています。
2015年のパリ協定で決めた目標は、2100年に産業革命前に比べ1.5℃の上昇に留め
るというものですが、今後のCO2の排出量によって気温上昇が大きく変わると予測
しています。

　「1.5℃」で温暖化を止められる可能性は残ってはいますが、ちょっとうっかりし
ていると、もうその可能性は手が届かなくなってしまうことをこの報告書は伝えて
おり、気候変動の問題は人類の運命がかかっていると専門家は警鐘を鳴らしていま
す。

参考： NHK総合2021年9月19日（日）18:05～特集「地球の危機“人間のせい”」
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（10月は3R推進月間です）江戸のリサイクル

　江戸時代に人口100万人をこえる大都市だった江戸は、世界でもまれなエコ社会
でした。資源をとことん有効利用し、ごみの出ない循環型社会を築いていたので
す。
１．この視点から江戸の庶民の暮らしをのぞいてみましょう。
(1)きれいで清潔な町「江戸」
・江戸の町は今では考えられないほどごみが落ちていない、きれいな町でした。長
屋の共同のごみ箱の中はごみが少なく割れ物ばかりで、燃えるごみはほとんどあり
ませんでした。木くずは燃料になるので銭湯に、紙くずは再生紙の原料として売れ
たからです。これらは再利用されていたので、ほとんどごみが出ませんでした。
・わらや木くずをかまどで燃やして出た灰は、焼き物の釉薬（ゆうやく･･･陶磁器
の表面に塗る「うわぐすり」）に使われたし、火鉢の中に入れるなど有効に利用さ
れました。
・これらはSDGs目標【12】「つくる責任･つかう責任」（持続可能な生産･消費）
をクリアしています。
お金が動くことで経済として成り立ったのです。誰かが犠牲になるという形ではだ
めになのです。今なら有料で引き取ってもらうごみがお金になるという仕組みが
あったから、再利用が進んだのです。（後述２．参照）
・盛り場には井戸、トイレ、ごみ箱が整備されるようになり、江戸は清潔で衛生的
な町でした。便所の排泄物は近郊の農民が買い取りに来たり、野菜などと交換して
肥料（下肥）にしました。
これは、SDGs目標【6】「安全な水とトイレを世界中に」に沿っています。
(2)江戸には再利用を支える回収業や修理業が多く存在しました。
これらの仕事は簡単にできる仕事で、多くの人が仕事につくことができました。こ
れはSDGs目標【1】「貧困をなくそう」につながります。
・再利用を支える回収業
灰買い（先述）、古傘買い（傘を修理して販売）、ローソクの流れ買い（融けた
ローソクの再利用）
古着売り・古着屋･･･当時衣類は庶民にとっては高価なもので、庶民が着ていたの
はほとんど古着でした。時代劇のドラマで「身ぐるみ脱いで置いていけ！」という
セリフがありますが、それほど貴重なものでした。
古着と言っても古めかしいものを我慢して着ていたわけではなく、アイデアの再利
用でファッションを上手に楽しんでいました。
・修理業
焼継屋（やきつぎや･･･割れた焼き物の修理）、鋳かけ屋（いかけや･･･鍋の修理）
落語には江戸のリサイクルの噺が登場します。「道具屋」「井戸の茶碗」「猫の
皿」「火焔(かえん)太鼓」など、いずれもよく演じられる有名な噺ですが、江戸の
生活の中にリサイクルが活きていたことを伝えています。
２．経済と環境の両立を考えてみましょう。
江戸時代には再利用するシステムが以前からあったわけではなく、その前は道端や
川に不法投棄することが多くありました。その後ごみの中からうまく再生してそれ
を商売にする人たちがたくさん出てきました。教えられたからではなく、みんな生
きるためにやって、それよって経済が回っていたのです。
お金になること、新たな価値を生み出すことが大切であり、今も昔も変わりませ
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ん。それは今日のSDGｓにつながります。現在に当てはめてみるとどうでしょう。

＜参考＞
「歴史探偵“大江戸SDGｓ”」（NHK総合テレビ･東京、2021年9月15日）
「頭のいい江戸のエコ生活」（菅野俊介著／青春出版社）
「江戸」の市民生活の実情を探る | 過去の講座を紹介します (shinagawa-eco.jp)



なぎさの森でごみ拾い 

 

カテゴリ：令和3年度 

投稿日：2021 年 10 月 22 日 
 

 

10 月 10 日（日）午後 1 時半から、環境情報活動センター主催の環境学習講座「海ごみ調査隊～親子

で学ぶ海のプラスチック」（＊）がなぎさの森（大井ふ頭中央海浜公園）で開催されるため、私たち環

境情報活動センターの担当者は講座開催の準備をしていました。 

（＊）本講座レポートです。（レポートを HPにアップした後、URL を記載します） 

午後 1 時過ぎに 4 人の家族連れがなぎさの森管理舎の前で事務所関係者を探していらっしゃいまし

た。聞きますと、ここでごみを拾ったので関係者に渡したいとのことでした。関係者の方と話をするこ

とができましたが、今日の「なぎさの森･ごみ拾い」は午前中に終わっているとのことでした。しかし

せっかく持ってきていただいたのでお預かりしますと言って引き取ってくださいました。 

  

このご家族はこれまで家の近くでごみ拾いをしていたのですが、他の地区でもやっているところはな

いかとネット検索をしたところ、なぎさの森が見つかったので来てみたそうです。気になり始めると拾

わずにはいられないとのことで、子どもさんは「ごみが落ちているのにどうして拾わないの？」と言う

のですと。この子どもさんたちの成長を楽しみにしたいと思います。 

そこで管理舎の関係者に「なぎさの森･ごみ拾い」について伺いました。 

なぎさの森では毎月第 2,3 日曜日の午前 9 時半、管理舎前に集合してなぎさの森内のごみ拾いを行って

おり、どのあたりのごみを拾うかは当日の天気や参加人数によって決めるそうです。 

第 3 日曜日の 10 月 17 日（日）に「ごみ拾い」の様子を取材する予定でしたが、当日は雨天のため

「ごみ拾い」は中止になりました。 

「ごみ拾い」の様子は、「なぎさの森 ごみ拾い ボランティア」でネット検索していただくとご覧にな

れます。 

なぎさの森 管理舎 
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温室効果ガスの排出「実質ゼロ」とは

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は「温暖化は人間の活動によって起きたこ
とは疑う余地がない」と断言する報告書を公表しました。
（既報：温暖化は人間のせいだ（IPCC第6次報告） | ECOトピックス (shinagawa-
eco.jp)）
温室効果ガスの削減は喫緊の課題となっており、菅義偉前首相は昨年の10月、
「2050年カーボンニュートラル」（2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロと
すること）を宣言し、今年2021年4月には、2030年度に向けて温室効果ガスを2013
年度に比べて46%の削減を目指すことを表明しました。
「カーボンニュートラル」とは、人が何かを生産するなどの活動を行った際に排出
される二酸化炭素と、吸収される二酸化炭素が同じ量であるということです。環境
省は2050年カーボンニュートラルに向けての取り組みを「脱炭素ポータル」に掲載
しています。
その一部をご紹介（抜粋・要約）します。
【2050年カーボンニュートラルに向けた基本的考え方、ビジョン等】（脱炭素ポー
タル／トピックス）
＜基本的な考え方＞
地球温暖化対策は経済成長の制約ではなく、経済社会を大きく変革し、投資を促
し、生産性を向上させ、産業構造の大転換と力強い成長を生み出す、その鍵となる
もの。
（環境情報活動センターメモ･･･下線は当センターが引いた）
下線部が重要な点だと思います。地球温暖化対策と経済成長は二律背反の関係にあ
ると思われることがありますが、それを両立させようという強い狙いです。
＜各分野のビジョンと対策・施策の方向性＞

(*1)森林は二酸化炭素の吸収による地球温暖化の防止に大いに貢献しており、森林
の整備及び保全管理の着実な推進等が必要
「温室効果ガス排出を全体としてゼロにする」というのは、二酸化炭素をはじめと
する温室効果ガスの人為的な「排出量」から、植林・森林管理などによる人為的な
「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることを意味しています。

＜図左：現在＞
（＋CO2）住宅、ビルや工場、自動車などから排出されるCO2の量。
＜図右：2050年＞
（＋CO2）太陽光発電、風力発電、電気自動車などの利用によってCO2の排出量を
減らした時に
排出されるCO2の量。①
（－CO2）植林や森林管理などによって植物が吸収するCO2の量。②
①＝②・・・CO2排出実質ゼロ
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バンクシーって誰？展とエコ

あらゆる社会問題を鋭く突きつけるバンクシーの作品の中には消費社会を皮肉った
ものや、環境問題を指摘しているものが数多くあります。環境情報活動センターの
講座では2015年ステンシルのエコバッグ作りでその手法とテーマを紹介しました。
2018年にはオークションでのシュレッダー事件。またウェールズで発表された
「Snowflakes」が環境汚染や温暖化を表現していた作品だったことでも注目されま
した。今回天王洲で行われた展覧会でも、初期の作品から問題意識の高い作風だっ
たことが分かります。（東京の展示は12/5まで）

＊森林伐採、コロナ、メディアや消費に対する疑問の投げかけ…？象は英語の慣用
表現「elephant in the room（見て見ぬふり、又は触れてはいけない事）」にかけた
ものだそうです。（写真は展覧会撮影可のもの）
＊「バンクシー、環境問題」などで画像検索できます。
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紅葉の季節がやってきました

全国各地から紅葉のたよりが聞かれますが、品川区内でもあちらこちらで紅葉が観
られるようになりました。私たち（環境情報活動センター）の事務所がある八潮地
区の紅葉をご紹介します。
数は少ないのですが、もみじはきれいな紅色を帯びていました。一方、さくらは例
年よりやや色づきが良くないようです。また落葉が目につきました。しかし木に
よってかなりの差があるようです。　　
皆様のお近くの紅葉はいかがでしょうか。東京周辺では、12月は1月に次いで晴れ
の日が多い月ですので、自然と触れながら散歩を楽しまれてはいかがでしょうか。

　お近くの紅葉・黄葉の写真に一言コメントを添えてお送りください。当センター
のホームページでご紹介させていただきます。
送付先：品川区環境情報活動センター
E-mail：center@shinagawa-eco.jp
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「食品ロス」を減らしましょう

環境省は令和3年11月30日に令和元年度の食品ロスの発生量の推計結果（＊）を公
表しました。その発生量は約570万トンと推計され、平成27年度をピークに最近の4
年は減少傾向が見られます。570万トンと言われても･････　東京ドーム約5個分の
量と言えばその多さが想像できます。
（＊）下のグラフは同データを加工したもの

「食品ロス」とは、まだ食べられるのに捨てられてしまう食べ物のことをいいま
す。食べ物を捨てることはもったいないだけでなく、地球環境にも悪い影響を与え
てしまいます。この「食品ロス」の量（年間570万t）は国民1人当たり1日に茶碗約
1杯のご飯の量を捨てている計算になります。
（下図：食品ロスとは：農林水産省 (maff.go.jp)より、「（参考）東京ドーム約5個
分」を除く）
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本来食べられるはずの多くの食品が廃棄されてしまっています。豊かな日本の社会
が資源を無駄にしている現実がありますが、かつての日本人が持っていた当たり前
の行動規範である「もったいない」の気持ちを生活の中に取り入れ、私たち一人ひ
とりができることをする、それが大切なことではないでしょうか。
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品川区のイチョウが見ごろを迎えています

初冬を迎え、品川区にも黄葉のたよりが届いています。今回は旧東海道品川宿に沿
いにあるお寺と神社の黄葉を観て歩いてみました。この地区には多くのお寺や神社
（楕円、赤ライン）があり、中には樹齢○○年という品川区指定文化財に登録されて
いるイチョウ（＊）もあります。
（＊）品川寺、稼穡稲荷神社、法善寺、光福寺、雉子神社のイチョウ

品川区のホームページでは、品川寺、法善寺のイチョウを次のように紹介していま
す。
【品川寺】当寺の山門の右脇にある整然とした木で、幹囲5メートル35センチ、樹
高25メートル、樹齢は約600年。木の勢いも盛んで、光福寺のものに次ぐ大樹。か
なり離れた所から眺めることができる。
【法禅寺】本堂に向かって左側にある。幹囲3メートル40センチ、樹高25メート
ル、樹齢は約400年。木の勢いもよく、姿も美しい。
気象庁では生物季節観測の情報を発表しており、東京の今年のイチョウの黄葉日は
11月28日としています。ちなみに昨年は11月26日でした。今回観察したイチョウの
黄葉は、気象庁の発表より少し遅いようです。黄葉日とは、標本木を全体として眺
めた時に、その葉の大部分が黄色に変わり、緑色の色がほとんど認められなくなっ
た最初の日を観測日としています。なお東京のイチョウの標本木は、東京都千代田
区大手町1丁目の「大手濠緑地」にあるイチョウの木で、関東大震災による火災か
ら焼失を免れたことから、「震災イチョウ」と呼ばれています。
イチョウがお寺や神社に多く見られる理由は、イチョウが日本に植えられるように
なった平安後期から鎌倉時代、中国からお坊さんが持ち込んだものとされていま
す。長生きする木なので縁起が良いとされ、さらに葉っぱには水分が多いため、火
事の延焼を防ぐ目的で境内に植えられたようです。また街路樹にイチョウ並木が多
いのは大気汚染に強いためとのことです。
イチョウが黄色くなる仕組みや黄葉日と温暖化の関係について、別稿でお伝えしま
す。
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イチョウの黄葉と温暖化

先に「品川区のイチョウが見ごろを迎えています」をお伝えしましたが、ここでは
イチョウの黄葉と温暖化の関係についてレポートしたいと思います。
イチョウが黄色くなる仕組みは次の通りです。葉の中には緑色の色素（葉緑素）が
いっぱいあり、そのために緑色に見えます。また緑の色素より量は少ないのですが
黄色の色素もあり、冬が近づくと緑の色素の生成が抑えられ分解されるため相対的
に黄色の色素の割合が多くなり、葉が黄色く見えるようになります。

東京と盛岡の黄葉日を見てみましょう。

黄葉日（＊）の推移を10年平均でみると両都市とも遅くなっており、地球温暖化の
影響があると見られています。
（＊）気象庁では、黄葉日とは標本木を全体として眺めた時に、その葉の大部分が
黄色に変わり、緑色の色がほとんど認められなくなった最初の日を観測日としてい
ます。
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‘エコプロ2021’開催

令和3年12月8日（水）から10日（金）まで、東京ビッグサイトで開催されていた日
本最大の環境イベント“エコプロ２０２１”に行ってきました。リアルでの開催は2年
ぶりで、今回は「脱炭素化で環境を守り、強靭な社会インフラをつくる展示会／
SDGs Week EXPO」を掲げ、多くのブースで”SDGs”を前面に出していました。
以下、一部ですがご紹介したいと思います。

（１）今後期待される再生可能エネルギー、地球温暖化対策、脱炭素関連
①地熱発電（参考：本展示会で配布されたJOGMECパンフレット）

②浮体式洋上風力発電所（参考：本展示会で配布された戸田建設のパンフレット）
環境省浮体式洋上風力発電実証事業において、同発電施設が長崎県五島市椛島沖に
設置され、安全で環境への影響が小さい発電施設であることが確認されました。

③CCS：Carbon dioxide Capture and Storage／二酸化炭素の回収と貯留
発電所や工場などから排出されるCO2を含んだガスから、CO2を分離・回収して地
中に送り込み、地下深くの安定した地層の中に貯めることで、大気中に放出される
CO2を減らす技術です。（本展示会で配布された日本CCS調査株式会社制作のパン
フレットより）
現在は北海道苫小牧市での実証実験を経て実用化に向けて進んでいます。（経済産
業省資源エネルギー庁）

（２）東京都は持続可能で魅力と活力あふれる都市・東京の実現を目指して様々な
事業を展開しています。
その中から、水素社会の実現に向けた取組として‘水素情報館・東京スイソミル’をご
紹介します。
同館は「目に見えない水素のことや水素社会の将来像を、見て触って体験しながら
楽しく学べる総合的な学習施設です」と紹介していました。一度訪れてみてはいか
がでしょう。
スイソミルについて｜水素情報館東京スイソミル (tokyo-suisomiru.jp)（東京都江東
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区潮見1-3-2）
水素エネルギーは水素と酸素が反応する時に発生する電気を利用します。その電気
を利用して走る燃料電池自動車は、走行時に発生するのは水蒸気のみです。二酸化
炭素（CO2）や窒素酸化物（NOx）など大気汚染の原因となる物質はまったく排出
しない環境にやさしい車で、普及が待たれています。

（３）消費者庁（参考：本展示会で配布されたチラシ）
私たちの日々の生活の中で環境にやさしい消費行動についての情報を提供してくれ
ていました。
①エシカル消費･･･やや聞きなれない言葉ですが、人や社会、環境に配慮した消費
行動のことです。
具体的には以下の行動で、私たちがこれらを意識した消費行動をとることが大切だ
と思います。

②食品ロスを減らしましょう･･･私たちは1日で茶碗約1杯分の食べものを無駄にし
ているかもしれません。
食品ロスを減らす行動をしてみましょう。

「消費期限」「賞味期限」を確認する習慣をつけましょう。
「消費期限」：食べても安全な期限
「賞味期限」：おいしく食べることができる期限。
過ぎてもすぐに廃棄せずに自分で食べられるかどうか判断することも大切です。

（４）リサイクル
ガラスびん、PETボトル、紙関係（容器包装・紙パック・段ボール）、プラスチッ
ク容器包装、缶（スチール・アルミ）、それぞれの容器包装団体がリサイクルの実
績をアピールしていました。これらの団体は未来につながる3R社会をめざし、3R
の推進に取り組んでいます。中でも段ボールのリサイクル率は高く、何度も段ボー
ルに生まれ変わります。使い終わった段ボールはほぼ100%回収され、新しい段
ボールは古紙を90%以上使って作られるそうです。

（５）大学・教育機関コーナー
北は青森県、南は沖縄県までの多くの大学や小中学校や高等学校の出展もありまし
た。関西の高等学校の生徒さんからロボット開発の事例や、CO2削減を目的とした
渋滞ゼロ交差点システムの説明を受けました。

（品川区環境情報活動センター取材）



投稿日：2021年12月22日











カテゴリ：令和3年度

投稿日：2022年03月17日

カテゴリ：令和3年度

投稿日：2022年03月17日

エコロジー・イメージの無料イラスト画像です

３月で閉館となる環境情報活動センターで使用した、エコロジー・イメージのイラ
スト画像をアップロードいたします。エコバッグなどにも印刷されていました。パ
ソコン/デスクトップの壁紙などにご利用頂けます。（画像をクリック→大きく表示
されたら→右クリックでJPEG画像を保存して下さい）

講座のご応募、環境情報の交換など、当ホームページをご利用いただいた皆様に感
謝いたします。

↑（ハチとシロクマバージョン：184KB）

↑（トリとクジラバージョン：228KB）

＊エコロジーに関する格言に関してはこちらをご覧ください。
（平成30年度ECOトピックス「“Quotes about Earth” ～地球についての格言～」）
→https://shinagawa-eco.jp/wp/coto/?p=1424


